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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一材料により設けた第一指当部を含む硬質部と、この第一材料よりも軟質の第二材料
により設けた第二指当部を含む軟質部とを備えた剃刀の柄において、剃刀の刃先が向く側
である腹側の腹面と、その腹側に対し反対側になる背側の背面と、この腹面と背面との間
の両側面とを、それぞれ、刃先に対し近い側の上部から刃先に対し遠い側の下部に渡り延
びる長手方向へ延設し、
　前記背面では、前記軟質部の背側第二指当部を露出させて長手方向へ延設し、
　前記腹面では、前記両側面との境界部で前記硬質部の腹側第一指当部を露出させて長手
方向へ延設するとともに、この両境界部の腹側第一指当部間に前記軟質部の腹側第二指当
部を露出させて長手方向へ延設し、
　前記両側面では、前記背面との境界部で前記背側第二指当部から連続する前記軟質部の
両側第二指当部を露出させて長手方向へ延設するとともに、前記腹面との境界部で前記腹
側第一指当部から連続する前記硬質部の両側第一指当部を露出させて長手方向へ延設し、
この両側第二指当部と両側第一指当部との間の境界線部を露出させて長手方向へ延設した
ことを特徴とする剃刀の柄。
【請求項２】
　前記腹側第一指当部と前記両側第一指当部とを含む硬質部は一体に形成され、前記背側
第二指当部と前記腹側第二指当部と前記両側第二指当部とを含む軟質部は一体に形成され
、この硬質部と軟質部とは互いに重合していることを特徴とする請求項１に記載の剃刀の
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柄。
【請求項３】
　前記背側第二指当部のうち、剃刀の刃先に近い側の背側上部に指立凹部を設けたことを
特徴とする請求項１または請求項２に記載の剃刀の柄。
【請求項４】
　剃刀の刃先に近い側の腹側上部で露出する硬質部には、前記腹側第一指当部間で長手方
向へ延びる凹所を設けたことを特徴とする請求項３に記載の剃刀の柄。
【請求項５】
　前記背側第二指当部と腹側第一指当部と腹側第二指当部と両側第二指当部と両側第一指
当部とには、それぞれ、滑り止め突起を設けたことを特徴とする請求項４に記載の剃刀の
柄。
【請求項６】
　前記腹側第二指当部は、前記両境界部の腹側第一指当部間を結ぶ想定面の高さ以上突出
していることを特徴とする請求項５に記載の剃刀の柄。
【請求項７】
　前記柄の腹面において刃先に対し遠い側の下部端には、指掛部を膨出形成したことを特
徴とする請求項１から請求項６のうちいずれか一つの請求項に記載の剃刀の柄。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は剃刀の柄に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、下記特許文献１～３に示す剃刀が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】
実公昭４３－２８１０４号公報
【特許文献２】
実開昭５５－１０５０７２号公報
【特許文献３】
実公昭５６－４９５６４号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような剃刀においてひげ剃り動作を行い易くするには、下記＊の点を考慮して設計
することが望ましい。
【０００５】
＊　手の平内で把持部の向きを変える把持状態の変更を行い易くすること
＊　把持部を手の平により包み込んで握った把持状態での安定性を良くすること
＊　把持部を顔面に近付けるようにして下方へ剃ることができるようにすること
＊　把持状態での肌触りを良くすること
＊　剃り味を向上させること
この発明は、人間生活工学を基に、上記設計ポイントを考慮しつつ、剃刀を種々改良して
、ひげ剃り動作を行い易くすることを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
　後記実施形態の図面（図１～３）の符号を援用して本発明を説明する。
【００１９】
　＊　請求項１の発明
　この発明にかかる剃刀の柄（２）は、下記のように構成されている。
【００２０】
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この剃刀の柄（２）は、第一材料により設けた第一指当部（１３，１４）を含む硬質部（
５）と、この第一材料よりも軟質の第二材料により設けた第二指当部（１５，１６，１７
）を含む軟質部（６）とを備えている。剃刀の刃先（９ａ）が向く側である腹側の腹面（
１０）と、その腹側に対し反対側になる背側の背面（１１）と、この腹面（１０）と背面
（１１）との間の両側面（１２）とを、それぞれ、刃先（９ａ）に対し近い側の上部から
刃先（９ａ）に対し遠い側の下部に渡り延びる長手方向（Ｚ）へ延設している。
【００２１】
前記背面（１１）では、前記軟質部（６）の背側第二指当部（１５）を露出させて長手方
向（Ｚ）へ延設している。前記腹面（１０）では、前記両側面（１２）との境界部で前記
硬質部（５）の腹側第一指当部（１３）を露出させて長手方向（Ｚ）へ延設するとともに
、この両境界部の腹側第一指当部（１３）間に前記軟質部（６）の腹側第二指当部（１６
）を露出させて長手方向（Ｚ）へ延設している。前記両側面（１２）では、前記背面（１
１）との境界部で前記背側第二指当部（１５）から連続する前記軟質部（６）の両側第二
指当部（１７）を露出させて長手方向（Ｚ）へ延設するとともに、前記腹面（１０）との
境界部で前記腹側第一指当部（１３）から連続する前記硬質部（５）の両側第一指当部（
１４）を露出させて長手方向（Ｚ）へ延設している。この両側第二指当部（１７）と両側
第一指当部（１４）との間の境界線部（２５）を露出させて長手方向（Ｚ）へ延設してい
る。
【００２２】
この発明では、把持部（４）を手の平により包み込んで握った把持状態で、手の平に面す
る背面（１１）から、両指により挟持される両側面（１２）にわたり、軟質部（６）の背
側第二指当部（１５）及び両側第二指当部（１７）を露出させているとともに、その把持
状態で指が当てがわれる腹面（１０）に腹側第二指当部（１６）を露出させているので、
その把持状態での肌触りを良くすることができる。また、把持部（４）を手の平により包
み込んで握った把持状態で両指により挟持される両側面（１２）から腹面（１０）にわた
り硬質部（５）の両側第一指当部（１４）及び両腹側第一指当部（１３）を露出させてい
るので、その把持状態での安定性が良くなる。
【００２３】
　従って、この発明では、上記各改良により、ひげ剃り動作を行い易くすることができる
。
　＊　請求項２の発明
　この発明は、請求項１の発明を前提として下記のように構成されている。
【００２４】
前記腹側第一指当部（１３）と前記両側第一指当部（１４）とを含む硬質部（５）は一体
に形成されている。前記背側第二指当部（１５）と前記腹側第二指当部（１６）と前記両
側第二指当部（１７）とを含む軟質部（６）は一体に形成されている。この硬質部（５）
と軟質部（６）とは互いに重合している。この発明では、硬質部（５）と軟質部（６）と
の接着性を向上させて柄（２）の強度を高めることができる。
【００２５】
　＊　請求項３の発明
　この発明は、請求項１または請求項２の発明を前提として下記のように構成されている
。
【００２６】
前記背側第二指当部（１５）のうち、剃刀の刃先（９ａ）に近い側の背側上部に指立凹部
（１８）を設けている。この発明では、この指立凹部（１８）により、把持部（４）を手
の平により包み込んで握った把持状態で指を添える背面（１１）の位置が特定し易くなり
、その把持状態での安定性が良くなる。
【００２７】
　＊　請求項４の発明
　この発明は、請求項３の発明を前提として下記のように構成されている。
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　剃刀の刃先（９ａ）に近い側の腹側上部で露出する硬質部（５）には、前記腹側第一指
当部（１３）間で長手方向（Ｚ）へ延びる凹所（２１）を設けている。
この発明では、この凹所（２１）により、把持部（４）の重心が下部側に移って剃刀頭部
（１）との間の重量バランスが取り易くなり、把持部（４）を手の平により包み込んで握
った把持状態での安定性が良くなる。
【００２８】
　＊　請求項５の発明
　この発明は、請求項４の発明を前提として下記のように構成されている。
　前記背側第二指当部（１５）と腹側第一指当部（１３）と腹側第二指当部（１６）と両
側第二指当部（１７）と両側第一指当部（１４）とには、それぞれ、滑り止め突起（２０
，２２，２３，２６，２７）を設けている。この発明では、これらの滑り止め突起（２０
，２２，２３，２６，２７）により、把持部（４）を手の平により包み込んで握った把持
状態で指が滑りにくくなり、その把持状態での安定性が良くなる。
【００２９】
　＊　請求項６の発明
　この発明は、請求項５の発明を前提として下記のように構成されている。
　前記腹側第二指当部（１６）例えばその滑り止め突起（２３）は、前記両境界部の腹側
第一指当部（１３）例えばそれらの滑り止め突起（２２）間を結ぶ想定面（Ｅ２２）の高
さ以上突出している。この発明では、腹面（１０）において腹側第二指当部（１６）の機
能（把持状態での肌触りを良くする機能等）例えば滑り止め機能を確実に発揮させること
ができる。
【００３０】
　＊　請求項７の発明
　この発明は、請求項１から請求項６のうちいずれか一つの請求項の発明を前提として下
記のように構成されている。
【００３１】
前記柄（２）の腹面（１０）において刃先（９ａ）に対し遠い側の下部端には、指掛部（
２４）を膨出形成している。この発明では、この指掛部（２４）により、把持部（４）を
手の平により包み込んで握った把持状態で指が滑りにくくなり、その把持状態での安定性
が良くなる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の一実施形態に係る剃刀について図１～３を参照して説明する。
　この剃刀は、替刃カートリッジ１（剃刀頭部）のほかに、この替刃カートリッジ１が着
脱可能に支持される頭部３と、把持部４とを有する柄２を備えている。この替刃カートリ
ッジ１は、図示する中立状態で静止し、使用時にこの中立状態から最大約４５度傾動して
首振り状態となる。なお、剃刀頭部を頭部３に対し着脱不能に設けてもよい。
【００３３】
この柄２の頭部３は硬質部５からなる。この柄２の把持部４は、この頭部３から一体に延
設された硬質部５と、これらの硬質部５よりも硬度の小さい軟質部６とからなる。これら
の硬質部５と軟質部６とは、それぞれ一体に成形され、互いに重合されている。この柄２
を製造する場合には、まず、成形型（図示しない樹脂用成形金型）に第一の材料としての
樹脂（例えばＡＢＳなどの硬質樹脂）を注入して頭部３の硬質部５及び把持部４の硬質部
５を成形する。次に、この成形型内にこれらの硬質部５を残したまま、この成形型におい
てその片側部分のみを変更し、変更後の成形型に第二の材料としての樹脂（例えばエラス
トマーなどの軟質樹脂）を注入して把持部４の軟質部６を成形する。
【００３４】
前記替刃カートリッジ１においては、刃台７と天板８との間で各刃体９が挟着され、この
刃台７の前側にあるガード７ａと天板８とを各刃体９の刃先９ａとともに膚面に対し当て
がった際に接触するひげ剃り接線面Ｐは、各刃体９の刃先９ａの付近を通って刃台７のガ
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ード７ａ上と天板８上とを結ぶ想定面である。
【００３５】
　前記柄２の把持部４は、前記替刃カートリッジ１内の刃体９の刃先９ａに対し近い側の
上部からこの刃先９ａに対し遠い側の下部に渡り直線的に延び、この刃先９ａが向く側で
ある腹側の腹面１０（前面）と、その腹側に対し反対側になる背側の背面１１（後面）と
、この腹面１０と背面１１との間の両側面１２（左右両面）とを有している。この腹面１
０と背面１１と両側面１２とは、それぞれ、把持部４の延設方向である長手方向Ｚへ延設
されている。ここに、「直線的」とは、この腹面１０や背面１１や両側面１２の外形状に
関係なく、これらの面１０，１１，１２間の断面における中心部分がほぼ直線状に延びる
ことをいう。このように把持部４が直線状に延びると、手の平内で把持部４の向きを変え
る把持状態の変更が行い易くなるとともに、把持部４を手の平により包み込んで握った把
持状態での安定性が良くなる。
【００３６】
前記硬質部５は、前記把持部４の腹面１０で露出する腹側第一指当部１３（腹側指当部）
と、前記把持部４の両側面１２で露出する両側第一指当部１４（両側指当部）とを含む。
前記軟質部６は、前記把持部４の背面１１で露出する背側第二指当部１５（背側指当部）
と、前記把持部４の腹面１０で露出する腹側第二指当部１６（腹側指当部）と、前記把持
部４の両側面１２で露出する両側第二指当部１７（両側指当部）とを含む。
【００３７】
　前記把持部４の背面１１においては、その全体で前記軟質部６の背側第二指当部１５が
長手方向Ｚへ延設されている。この背側第二指当部１５のうち、刃先９ａに対し近い側の
背側上部には凹凸のない浅い指立凹部１８が設けられているとともに、この指立凹部１８
から刃先９ａに対し遠い側の背側下部に渡り多数の滑り止め突起２０を有する指当面１９
が設けられている。この指立凹部１８により、把持部４を手の平により包み込んで握った
把持状態で指を添える背面１１の位置が特定し易くなり、その把持状態での安定性が良く
なる。この滑り止め突起２０により、把持部４を手の平により包み込んで握った把持状態
で指が滑りにくくなり、その把持状態での安定性が良くなる。
【００３８】
　前記把持部４の腹面１０においては、前記両側面１２との境界部（隅部）で前記硬質部
５の腹側第一指当部１３が把持部４の長手方向Ｚへ延設され、刃先９ａに対し近い側の腹
側上部でこの両腹側第一指当部１３間には硬質部５である凹所２１が長手方向Ｚへ延設さ
れている。この凹所２１により、把持部４の重心が下部側に移って剃刀頭部１との間の重
量バランスが取り易くなり、把持部４を手の平により包み込んで握った把持状態での安定
性が良くなる。
　この両腹側第一指当部１３は刃先９ａに対し近い側の腹側上部から遠い側の腹側下部に
渡り多数の滑り止め突起２２を有している。また、把持部４の腹面１０においては、両腹
側第一指当部１３間で前記軟質部６の腹側第二指当部１６が前記凹所２１から腹側下部に
渡り長手方向Ｚへ延設されている。この腹側第二指当部１６は凹所２１から腹側下部に渡
り多数の滑り止め突起２３を有している。この腹側第二指当部１６の滑り止め突起２３間
を結ぶ想定面Ｅ２３は、前記両腹側第一指当部１３の滑り止め突起２２間を結ぶ想定面Ｅ
２２と同一高さになっているか、またはこの想定面Ｅ２２よりも突出している。前記腹面
１０の下部端には硬質部５である指掛部２４が前記腹側第二指当部１６の滑り止め突起２
３よりも突出するように膨出形成されている。これらの滑り止め突起２２，２３により、
把持部４を手の平により包み込んで握った把持状態で指が滑りにくくなり、その把持状態
での安定性が良くなる。
【００３９】
　前記把持部４の両側面１２においては、前記腹面１０との境界部（隅部）で前記腹側第
一指当部１３から連続する前記硬質部５の両側第一指当部１４と、前記背面１１との境界
部（隅部）で前記背側第二指当部１５から連続する前記軟質部６の両側第二指当部１７と
、それらの間で曲がりくねった境界線部２５とが、それぞれ、長手方向Ｚへ延設されてい



(6) JP 4476541 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

る。この両側第一指当部１４と両側第二指当部１７とは、それぞれ、刃先９ａに対し近い
側の両側上部から刃先９ａに対し遠い側の両側下部に渡り多数の滑り止め突起２６，２７
を有している。これらの滑り止め突起２６，２７により、把持部４を手の平により包み込
んで握った把持状態で指が滑りにくくなり、その把持状態での安定性が良くなる。
　前記把持部４で長手方向Ｚに対し直交する断面で、前記背面１１の背側第二指当部１５
と両側面１２の両側第二指当部１７との間の境界部と、前記腹面１０の腹側第一指当部１
３と両側面１２の両側第一指当部１４との間の境界部では、それぞれ、アール面２８，２
９が長手方向Ｚへ延設されている。これらのアール面２８，２９により、手の平内で把持
部４の向きを変える把持状態の変更が行い易くなる。
【００４０】
このように構成された剃刀は、人間生活工学（Ａ　Ｈｕｍａｎ　Ｌｉｆｅ　Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｉｎｇ）を基に使用試験を行った結果、下記＊の各種範囲に設定することが望ましい
。
【００４１】
　＊　前記柄２の把持部４の長手方向Ｚで前記替刃カートリッジ１と前記柄２とを含む全
長をＬとした場合、１０８ｍｍ≦Ｌ≦１３８ｍｍに設定する。最適な全長Ｌにより、把持
部４を手の平により包み込んで握った把持状態での安定性が良くなるとともに、手の平内
で把持部４の向きを変える把持状態の変更も行い易い。
　＊　前記刃先９ａが延びる幅方向（左右方向Ｙ）における前記替刃カートリッジ１の両
端部間の全幅をＷとした場合、３４ｍｍ≦Ｗ≦４４ｍｍに設定する。最適な全幅Ｗにより
、剃刀頭部１を顔面に当てがった状態での安定性が良くなるとともに、手の平内で把持部
４の向きを変える把持状態の変更も行い易い。
【００４２】
　＊　前記替刃カートリッジ１の中立状態でその刃先９ａとともに膚面に対し当てがった
際に接触する替刃カートリッジ１上のひげ剃り接線面Ｐに対する平行線と前記柄２の把持
部４で長手方向Ｚを含む面とがなす角度をθとした場合、１１°≦θ≦３３°に設定する
。剃刀頭部１を顔面に当てがった状態において把持部４が顔面に対し最適な角度θで下を
向くので、把持部４を顔面に近付けるようにして下方へ剃ることができる。
【００４３】
＊　刃体９の厚み方向に対し直交する方向を含み刃先９ａを通る想定面Ｆと前記ひげ剃り
接線面Ｐとがなす剃り角をαとした場合、１５°≦α≦２２°に設定する。なお、複数の
刃体９がある場合、少なくとも一つの刃体９について１５°≦α≦２２°に設定する。
【００４４】
　＊　前記柄２の把持部４で長手方向Ｚに対し直交する断面上で互いに直交する両幅方向
（前後方向Ｘ、左右方向Ｙ）のうち、前記腹面１０と背面１１との間の幅方向（前後方向
Ｘ）の最大距離をＤＸとし、前記両側面１２間の幅方向（左右方向Ｙ）の最大距離をＤＹ
とした場合、９．５ｍｍ≦ＤＸ≦１３．５ｍｍに設定し、９ｍｍ≦ＤＹ≦１３ｍｍに設定
する。最適な断面寸法（最大距離ＤＸ，ＤＹ）により、把持部４を手の平により包み込ん
で握った把持状態での安定性が良くなるとともに、手の平内で把持部４の向きを変える把
持状態の変更も行い易い。
【００４５】
　＊　前記替刃カートリッジ１と柄２とを含む全体の質量をＭとした場合、８．５ｇ≦Ｍ
≦１１．５ｇに設定する。最適な質量Ｍにより、把持部４を手の平により包み込んで握っ
た把持状態での安定性が良くなるとともに、手の平内で把持部４の向きを変える把持状態
の変更も行い易い。また、自重に伴う剃り味が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　（ａ）は本実施形態にかかる剃刀において柄を示す一部切欠き側面図であり、
（ｂ）はこの柄を側面側から見た断面図であり、（ｃ）は本実施形態にかかる剃刀におい
て替刃カートリッジを示す断面図である。
【図２】　（ａ）は本実施形態にかかる剃刀において柄を示す一部切欠き正面であり、（
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ｂ）は同じく柄を示す一部切欠き背面図である。
【図３】　（ａ）は図２（ａ）のＡ－Ａ線断面図であり、（ｂ）は図２（ａ）のＢ－Ｂ線
断面図であり、（ｃ）は図２（ａ）のＣ－Ｃ線断面図であり、（ｄ）は図２（ａ）のＤ－
Ｄ線断面図である。
【符号の説明】
１…替刃カートリッジ（剃刀頭部）、２…柄、４…把持部、５…硬質部、６…軟質部、９
ａ…刃先、１０…腹面、１１…背面、１２…両側面、１３…腹側第一指当部、１４…両側
第一指当部、１５…背側第二指当部、１６…腹側第二指当部、１７…両側第二指当部、１
８…指立凹部、２０，２２，２３，２６，２７…滑り止め突起、２１…凹所、２４…指掛
部、２５…境界線部、２８，２９…アール面、Ｚ…長手方向、Ｐ…ひげ剃り接線面、Ｅ２
２…想定面。

【図１】 【図２】
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